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私
は
平
成

二
十
年
五
月
前

任
の
増
村
副
会

長
の
後
を
受
け

副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
主
と
し
て

会
計
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
常
任
幹
事
と
し
て
諸
先
輩
、

後
輩
と
卒
業
年
次
の
異
な
る
方
々
と

も
親
し
く
し
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
梅
窓
会
で
は
今
ま
で
の
手

処
理
に
よ
る
日
常
業
務
の
内
、
会
員

諸
兄
か
ら
納
入
さ
れ
た
会
費
の
管
理

と
一
般
会
計
業
務
及
び
名
簿
管
理

を
中
心
に
電
算
化
を
進
め
て
お
り
、

日
々
の
出
納
業
務
も
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
て
、
納
入
状
況
の
管
理
と
会
計

処
理
に
繋
げ
る
と
い
う
こ
と
で
正
確

性
を
計
る
べ
く
、
運
営
委
員
が
中
心

に
な
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

梅
窓
会
は
八
月
を
除
く
毎
月
開
催

の
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
、
年
三
な

い
し
四
回
の
常
任
幹
事
会
、
年
次
総

会
で
運
営
事
項
を
決
定
す
る
ほ
か
、

三
長
会
（
理
事
長
・
校
長
・
梅
窓
会

長
で
構
成
）
で
学
園
の
現
状
な
ど
の

情
報
交
換
を
行
い
、
評
議
員
会
に
は

常
任
幹
事
の
方
々
の
選
挙
に
よ
り
選

出
さ
れ
た
議
員
を
送
り
、
重
要
事
項

に
意
見
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

会
員
諸
兄
に
対
す
る
広
報
活
動
と
し

て
は
、
年
二
回
会
報
を
発
行
し
て

一
万
二
千
名
近
い
会
員
に
お
届
け
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
学
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
一
部
を
お
借
り
し
て
梅
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
園
に
対
す
る
奨

学
金
、
日
学
祭
へ
の
協
力
な
ど
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
入
源
は
卒
業
生
（
正

会
員
）
か
ら
は
終
身
会
費
ま
た
は
年

会
費
、
在
校
生
（
準
会
員
）
か
ら
は

年
会
費
と
皆
様
か
ら
の
寄
付
で
賄
っ

て
お
り
ま
す
。

　

従
来
の
会
費
額
は
昭
和
五
十
六
年

に
決
め
ら
れ
た
規
定
に
よ
り
正
会
員
、

準
会
員
よ
り
会
費
を
戴
い
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
赤
字
予
算
を
編
成
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
会
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ

る
事
態
に
立
ち
至
り
ま
し
た
。

　

本
年
五
月
十
日
開
催
の
年
次
総
会

で
正
会
員
は
年
会
費
四
千
円
、
終
身

会
費
四
万
円
へ
の
改
定
を
決
議
頂
き
、

本
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
て
お
り	

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
皆
様
の
ご
協
力
で	

四
月
か
ら
九
月
で
正
会
員
収
入
は

百
九
十
三
万
円（
年
予
算
二
百
四
十
万

円
）、
そ
の
他
改
訂
差
額
に
対
す
る

寄
付
等
二
十
七
万
五
千
円
の
納
付
を

戴
き
ま
し
た
。

　

梅
窓
会
は
各
卒
年
毎
に
三
名
以
内

の
常
任
幹
事
が
中
心
に
な
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
先
日
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
交
替
を

希
望
さ
れ
る
常
任
幹
事
の
方
が
多
数

お
ら
れ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
梅

窓
会
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

欠
員
を
生
じ
て
い
る
各
年
次
の
方
々

は
同
期
の
常
任
幹
事
の
方
と
相
談
の

上
、
欠
員
を
補
充
し
て
戴
く
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
常
任
幹
事
一
覧
は
八
頁
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
正
会
員
の
皆
様
に
は
会
報

の
送
付
時
に
、
納
付
書
を
同
封
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。会
員
諸
兄
の
ご

協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
八
月
を
除
く
運
営
委
員
会
を

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
よ
り

（
六
月
は
総
会
開
催
の
た
め
第
一
土

曜
日
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
常
任
幹
事
以
外

の
会
員
の
方
々
も
参
加
し
発
言
も
出

来
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
出
席
下
さ

い
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

 

写
真
展「
今
井
兼
次
と
世
田
谷
」

開
催
中
　

　

文
化
庁
が
勧
め
て
い
る
文
化
財
保

護
強
調
週
間
（
十
一
月
一
日
か
ら
七

日
）
の
関
連
行
事
と
し
て
、
世
田
谷

区
で
は
日
本
中
学
校
を
大
正
二
年

卒
業
の
今
井
兼
次
氏
の
「
写
真
展　

建
築
家
・
今
井
兼
次
と
世
田
谷
」
で

今
井
氏
が
設
計
さ
れ
た
日
本
中
学
校

（
現
日
本
学
園
一
号
館
）
校
舎
６
葉

の
他
、
荒
玉
水
道
浄
水
場
（
現
砧
浄

水
場
）
ポ
ン
プ
室
・
記
念
碑
・
カ
ト

リ
ッ
ク
成
城
教
会
聖
堂
・
同
上
野
毛

教
会
聖
堂
な
ど
世
田
谷
区
に
現
存
す

る
施
設
の
写
真
展
が
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
十
一
月
二
十
六
（
水
）

〜
｜
十
二
月
二
十
五
日
（
木
）

　
世
田
谷
区
北
沢
夫
二
―
八
―
十
八

　
世
田
谷
区
北
沢
総
合
支
所

一
階
ロ
ビ
ー

（
無
料
）　

　

学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
同
窓
会
欄
に
梅
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

梅
窓
会
の
最
近
の
活

動
、
会
員
の
同
期
会
、

ク
ラ
ス
会
の
開
催
案
内
、

開
催
後
の
記
事
、
写
真

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
学
園
欄
に
は
校
長

日
記
、
学
園
か
ら
の
報

告
事
項
、
運
動
部
を
中
心
に
し
た
ク

ラ
ブ
活
動
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

梅
窓
会
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
・
写
真
な
ど
更
新
を
迅
速
・
正
確
・

面
白
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に
梅
窓
会
会
員

皆
様
の
活
動
を
た
え
ず
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
記
事
・
写
真
等
ど
し
ど
し

梅
窓
会
事
務
局
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

会
報
の
補
完
的
役
割
を
梅
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
カ
バ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

会費納入を !
会報発行も大ピンチ

未納の方は至急
会報に同封の
郵便振替用紙で

　
春
の
叙
勲
報
告

瑞
宝
小
綬
章

　

舟
生
禮
治
氏
（
Ｓ
22
年
卒
）

　

元
警
視
長
第
六
方
面
本
部
長

　

永
年
の
国
及
び
公
共
団
体

　

行
政
活
動
の
功
績

検索日本学園
ホームページを見よう！ホームページを見よう！

梅
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

副
会
長　

向
井
雄
一
（
Ｓ
31
年
卒
）  

日
本
学
園
梅
窓
会

　

〒
一
五
六
―
〇
〇
四
三

　

世
田
谷
区
松
原
二
︱
七
︱
三
四

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︱
三
三
二
二
︱
七
八
七
八

　

発 

行 

人　

会
長 

太　

田　

安　

雄

　

編  　

集　
　
　

 

宮　

原　

洋　

一
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学
園
の
生
徒
が
待
ち
に
待
っ
た
日

学
祭
（
文
化
祭
）
が
十
月
四
日
（
土
）

五
日
（
日
）
の
二
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
Ｏ

Ｂ
諸
兄
、
生
徒
の
ご
家
族
、
他
校
の

女
生
徒
も
交
え
た
一
般
の
お
客
様
で

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま	

し
た
。

　

一
号
館
・
新
館
な
ど
の
展
示
ブ
ー

ス
で
は
鉄
道
研
究
部
の
鉄
道
模
型

の
運
転
会
・
各
ク
ラ
ブ
の
研
究
発

表
、
そ
し
て
中
学
生
の
修
学
旅
行
や

農
業
体
験
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

展
示
は
目
を
引
く
も
の
で
一
年
間
の

成
果
発
表
の
場
と
な
り
、
又
、
日
学

祭
の
二
日
間
の
み
公
開
さ
れ
る
資
料

室
（
学
園
主
催
）
も
多
く
の
方
が
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
校
庭
で
は

テ
ン
ト
村
が
出
来
、
牛
丼
・
焼
そ
ば
・

餃
子
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
多

く
の
模
擬
店
で
は
大
変
盛
り
あ
が
り
、

例
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
餅
つ
き
は
先

生
も
加
わ
り
皆
さ
ん
満
足
そ
う
に
食

べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
日
学
祭
大
賞

の
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
職
員
な
ど
各
賞

も
決
ま
り
、梅
窓
会
か
ら
も
会
長
賞
・

奨
励
賞
・
努
力
賞
を
別
掲
の
と
お
り

決
め
、
十
月
八
日
の
全
校
朝
礼
で
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お祭広場のステージ

今年のテーマ ＂実＂

鉄道研究部

竹馬（梅窓会主催）

山渓部

けん玉（梅窓会主催）

盛
大
に
開
催

盛
大
に
開
催

盛
大
に
開
催

日 

学 

祭

日 

学 

祭

日 

学 

祭

梅
窓
会
賞
決
ま
る
　

会
長
賞　

中
学
一
年

　
　
　
　

研
究
発
表　

農
業
体
験

奨
励
賞　

鉄
道
研
究
部

　
　
　
　

二
〇
〇
八
年
活
動
報
告

努
力
賞　

高
校
二
年
Ｂ
組

　
　
　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
映
画
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もちつき

平成２年に埋められたタイムカプセル発掘展示

特別出演　二階堂高校ダンス

最近の空中撮影による日本学園全景
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ク
ラ
ブ
紹
介

■
■  
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部  

■
■

　

五
年
前
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し

た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
は
、
生
徒
会

か
ら
活
動
が
認
め
ら
れ
て
本
年
度
か

ら
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
は
シ
ド
ニ
ー
五
輪
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
と
な
り
、
ス
イ

ム
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
自
転
車
四
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ラ
ン
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
連
続
し
て
行
う
競
技
で
す
。

こ
こ
一
、
二
年
で
自
転
車
を
購
入
し

て
本
格
的
に
や
り
た
い
と
い
う
部
員

も
現
れ
、
初
心
者
対
象
の
ス
イ
ム
ラ

ン
で
競
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
参
加

は
勿
論
の
こ
と
、
全
国
高
校
生
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
一
昨
年
度
か
ら

出
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
の

リ
レ
ー
の
部
は
出
場
チ
ー
ム
も
少
な

く
い
つ
も
入
賞
で
き
ま
す
が
、
部
と

し
て
は
個
人
の
部
上
位
入
賞
を
最
終

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ	

ク
距
離
の
半
分
（
ス
イ
ム
七
百
五
十

メ
ー
ト
ル
、
自
転
車
二
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、ラ
ン
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）ト
ッ

プ
選
手
は
一
時
間
以
内
で
終
了
し
ま

す
。
本
校
生
徒
の
最
高
記
録
は
一
時

間
十
六
分
で
す
。

　

ま
た
、
世
田
谷
区
・
渋
谷
区
・
目

黒
区
の
核
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
に

協
力
し
て
実
施
さ
れ
る
城
南
ア
ク
ア

ス
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ
日
本
学
園
大
会
は	

部
員
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

こ
の
大
会
は
誰
で
も
気
軽
に
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
の
初
歩
を
体
験
で
き
る
手

作
り
の
大
会
で
あ
り
、
日
本
学
園
の

広
報
活
動
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

明
大
前
商
店
街
や
卒
業
生
で
ナ
イ
キ

勤
務
の
佐
々
木
均
様
の
ご
協
力
も
得

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
週
二
回
の
ス
イ
ム
・
ラ
ン

練
習
と
土
曜
日
に
自
転
車
練
習
で
多

摩
川
河
川
敷
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
競
技

人
口
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ご
興
味

あ
る
方
は
是
非
一
緒
に
練
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　（

顧
問　

堀
越
和
彦
先
生
）

　「にちがく元年」と称し学校改革をスタートしてからはや３年
を迎えようとしています。新たな「男子進学校」として生徒・保
護者・塾などの支持を得て、2008年度の本校入学生は、中学で昨
年比較約２倍の67名（難関１クラス、進学２クラス）、高校では
174名（６クラス）で、昨年度を大きく上回りました。
　中学は６年間の一貫体制、目標別少人数２クラス制を採り、に
ちがく独自の「創発学」で、創造・発信できる実践力ある生徒の
育成しています。また、高校では、特別進学コース、総合進学コー
ス（選抜クラスあり）スボーツコースの３コース制を採り、進路
実現はもちろん、小論文・プレゼンテーション能力を伸ばし、次
世代リーダーを育成しています。
　梅窓会の皆様、ぜひ母校にご子息様、お孫様をご案内ください。
下記の日程で中高入試説明会が実施されておりますので、ご参加
のほどよろしくお願いします。

中  学  校 説明会 高等学校
10日（土） １  月 10日（土）

10：30 〜 12：00 時  間 15：00 〜 16：00        
◎�学校案内・募集要項は郵送いたしますので、直接学校へお問い
合わせ下さい

日本学園中学校高等学校　TEL. 03-3322-6331
http://www.nihongakuen.ed.jp

■
■  

ラ
グ
ビ
ー
部  

■
■

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
部
員
十
名
に
満
た

な
い
少
人
数
の
部
で
す
。
ま
だ
、
体

制
を
整
え
て
か
ら
数
年
の
若
さ
で
あ

り
、
よ
う
や
く
こ
こ
か
ら
走
り
始
め

る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　

本
来
、
ラ
グ
ビ
ー
は
十
五
人
で
一

チ
ー
ム
を
組
む
た
め
、
今
後
し
ば
ら

く
は
他
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で

公
式
戦
な
ど
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。し
か
し
、こ
こ
が
ま
た
チ
ー

ム
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
い
と
こ
ろ
と
も
言

え
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た

他
校
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
新
た
な

人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
は
ま

た
新
た
な
自
己
の
発
見
に
も
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。

　

も
と
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
は
激
し
い
コ
ン

タ
ク
ト
を
と
も
な
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。	

全
身
で
ぶ
つ
か
り
あ
う
中
で
、高
校
生

同
士
が
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、互
い
を	

い
た
わ
り
な
が
ら
認
め
合
う
。
こ
れ	

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
他
に
あ
り	

え
な
い
と
、一
同
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は
少
人
数
な
が
ら
、
実
に
や

る
気
の
あ
る
部
員
た
ち
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
生
ま
れ
た
て
の
部
で

は
あ
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
都
内
強
豪

校
と
呼
ば
れ
る
べ
く
、
日
々
地
道
な

歩
み
を
進
め
て
い
る
途
上
に
あ
り
ま

す
。
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ひ
と
つ

の
価
値
あ
る
勝
利
の
た
め
に
、
今
後

と
も
た
ゆ
ま
ぬ
前
進
を
続
け
て
い
く

所
存
で
す
。�（
顧
問　

尾
花　

尚
先
生
）

 生 徒 募 集  〜学校改革３年目の充実〜

発行部数　12000 部
配 付 先　卒業生・在校生・教職員
料　　金　大きさはこのサイズで　１万８千円
申 込 先　書面またはＦＡＸで
 日本学園梅窓会　編集担当
 〒156-0043　世田谷区松原 2-7-43
 TEL.＆ FAX.　03-3322-7878

会報広告はリーズナブルで効果大！

●● 定期演奏会のご案内 ●●

平成21年３月23日（月）午後６時　開演予定
　小田急線狛江駅前　エコルマビル４Ｆ

エコルマホール（入場無料）

　恒例の吹奏楽部第16回定期演奏会が下記のとおり開催され
ます。多くの校友諸兄お誘い合わせの上ご来場お願い致します。

トーク＆コミュニケーション　アカデミー
事務局　〒150-0031　東京都渋谷区桜丘2-3　（JR渋谷駅前）

電話 03-3476-1980

学院長　金　井　英　之　（昭和30年卒）

あなたは話しべたで悩んでいませんか？
○　就職面接の受け方ひとつで人生が決まります
○　プレゼン・朝礼・歓送迎会など人前での話
○　職場でのビジネス会話・説明・説得・接客話法
○　人に好かれよい人間関係をつくる日常会話のすすめ方
○　人間関係を広め人脈をつくる方法　他

T ＆ C・話 し 方 教 室
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クラブ活動報告� 対戦成績は左が日本学園

硬式野球部　（○内数字はコールド回）
第90回全国高校野球選手権大会東東京都大会（新人戦）予選
２回戦　対都板橋　　　　　⑦８−１ 
３回戦　対都足立新田　　　　３−７
平成20年度　秋季東京都高等学校野球大会　一次予選
１回戦　　対芝　　　　　　　７−４ 
２回戦　　対都八王子桑志　⑤14−０ 
３回戦　　対帝京　　　　　　２−７

軟式野球部　（○内数字はコールド回）
第53回全国高校軟式野球・東京都大会　（夏期）
１回戦　対都向丘　　　　　⑤３−17
高校軟式野球秋季大会
１回戦　対中大附　　　　　　３−16

バスケットボール部
関東大会予選（平成20年４月）　（都ベスト32）
２回戦　対朋優学院　　　　　106−53
３回戦　対芝　　　　　　　　85−38
４回戦　対足立工　　　　　　95−55
５回戦　対帝京　　　　　　　47−82
インターハイ予選（平成20年５月）　（都ベスト16）
２回戦　対立教池袋　　　　　117−55
３回戦　対都小山台　　　　　120−51
４回戦　対中央大付　　　　　92−71
５回戦　対城東　　　　　　　85−65
６回戦　対世田谷学園　　　　60−84
八支部大会（平成20年８月）　（３位）
１回戦　対日大三　　　　　　124−61
２回戦　対駒場東邦　　　　　116−72
準決勝　対駒大高　　　　　　97−99
三位決定戦　対日大桜丘　　　125−61
第58回世田谷区体育祭
１回戦　対深沢　　　　　　　126−66
２回戦　対国士舘　　　　　　111−47
準決勝　対学芸大世田谷　　　130−71
決　勝　対駒沢大高　　　　　59−86

サッカー部
総体予選支部大会ブロック
２回戦　対都西　　　　　　　２−０
決　勝　対都武蔵丘　　　　　３−１
総体予選都一次
１回戦　対実践学園　　　　　０−１
選手権予選　地区大会　ブロック
２回戦　対玉川学園　　　　　６−１
３回戦　対武蔵工大附　　　　２−０
決　勝　対多摩大目黒　　　　３−０
選手権　都大会
２回戦　対青山学院　　　　　２−１
３回戦　対農大一　　　　　　１−３

バレーボール部
平成20年度　関東大会東京都予選
１回戦　対都武蔵　　　　　　２−０
２回戦　対開成　　　　　　　２−０
３回戦　対都富士　　　　　　０−２

平成20年度　インターハイ予選　（ベスト16）
１回戦　対芝浦工大　　　　　２−０
２回戦　対本所　　　　　　　２−０
３回戦　対成蹊　　　　　　　２−０
４回戦　対都羽村　　　　　　２−１
５回戦　対成城　　　　　　　２−０
６回戦　対聖徳学園　　　　　０−２

平成20年度　関東私学大会
１回戦　対埼玉平成　　　　　２−０
２回戦　対横浜商大　　　　　０−２
３回戦　対早稲田　　　　　　１−２

平成20年度　私学大会（夏期）　（ベスト16）
１回戦　対明治学院　　　　　２−０
２回戦　対明学東村山　　　　２−０
３回戦　対法政　　　　　　　２−１
４回戦　対東洋　　　　　　　０−２

陸上競技部
世田谷区中学校春季陸上競技大会
男子1500Ｍ決勝　　　　田村（２年）５分06秒４　　５位
男子砲丸投決勝　　　　吉住（２年）７Ｍ65　　　　２位

世田谷区中学校夏期総合体育祭
２年男子1500Ｍ決勝　　田村（２年）５分13秒９　　５位
１，２年男子砲丸投　　　吉住（２年）７Ｍ40　　　　優勝

東京都私学第八支部大会
中学共通男子砲丸投　　吉住（２年）７Ｍ52　　　　３位
高校男子砲丸投　　　　須藤（１年）６Ｍ41　　　　３位

テニス部　
世田谷大会
中学　ダブルス　３位
高校　ダブルス　３位
高校　インターハイ東京都予選　　ベスト64

社会科研究部
　「裁判員制度」をテーマに東京地方裁判所で５月に裁判傍聴、
裁判の進行手続きの説明を受けました。７月に東京地裁主催
の模擬裁判の会に出席し、市民討議に加わりました。又、最
高裁判所、鹿鳴館跡、法務省赤棟瓦棟などを見学。８月には
明治大学博物館を見学。

鉄道研究部
　本年前半は関東地区の車両基地、車両工場を見学など見学
夏休みは遠州鉄道、豊橋鉄道、名古屋鉄道、ＪＲ東海、近鉄
名古屋駅など取材。

囲碁部
　現在部員２名で活動中、部員を増やして大会出場を目指し
ます。

軽音楽部
７月　平成20年度第１回東京都高等学校軽音楽コンテスト出場。
７月29日より４日間より河口湖で夏合宿。
日学祭にてライブ。
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十
九
年
卒　
日
中
会

　

本
年
よ
り
昭
和
十
九
年
卒
同
期
会

は
春
と
年
末
の
二
回
開
く
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
春
の
同
期
会
は
四
月

十
八
日（
金
）午
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
共
も
今
年
で
八
十
一
歳
と
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
ま
だ
ま
だ
元
気
一

杯
で
す
。
と
は
言
え
矢
張
り
老
を
感

じ
て
の
懐
か
し
さ
と
い
う
か
中
学
以

来
の
友
と
の
一
期
の
募
る
想
い
は
歳

と
と
も
に
強
く
な
る
よ
う
で
す
。
旧

友
で
あ
れ
ば
こ
そ
兎と

に
角か

く

顔
を
突
き

合
わ
せ
て
お
れ
ば
、
も
う
言
葉
も
要

ら
な
い
様
な
も
の
で
す
か
ら
。
互
い

に
酌
み
交
わ
す
一
盞さ

ん

の
酒
盃
、
語
り

合
う
一
言
半
句
の
中
に
こ
そ
中
学
時

代
そ
し
て
卒
業
後
の
様
々
な
思
い
出

の
断
片
が
忽た

ち
まち
思
い
出
さ
れ
、
今
こ

こ
に
生
き
て
い
る
と
言
う
実
感
が
互

い
の
胸
を
充
実
さ
せ
て
く
れ
る
訳
で

す
。
人
に
学
ぶ
と
云
う
事
で
し
ょ
う

か
。

　

新
橋
と
虎
ノ
門
間
に
あ
る
《
安
芸

酔
心
本
店
》
を
選
び
、
心
ゆ
く
ま
で

酔
い
、
語
り
、
詠
お
う
と
言
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
個
室
の
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
、
酔
い
に
興
が
乗
る
ほ

ど
に
、
か
ね
て
佐
藤
精
知
夫
君
よ
り

の
提
案
で
あ
っ
た
校
歌
の
斉
唱
で
胸

を
熱
く
し
た
次
第
で
す
。
校
歌
の
第

一
節
の
み
で
す
が
、
記
し
ま
す
。
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大お
お

富ふ

じ士
仰あ

お

げ
る
松
原
臺だ

い

に

　

先せ
ん
し師
の
教お

し
えの
礎

い
し
ず
えか
た
く

　

甍い
ら
かは
高た

か

し
や
か
ヾ
や
く
希の

ぞ
み望

　
　

立り
っ
し
ん
ほ
う
こ
く
が
く
し
ゃ

身
報
国
学
舎
に
誓ち

か

ふ

　
　

日に
っ
ち
ゅ
う
け
ん
じ

中
健
児
の
傳つ

た
え統

を
誇ほ

こ

れ

（
編
集
部
注
・
日
本
中
学
校
の

　
校
歌
＝
昭
和
十
三
年
制
定
）

　　

謡う
た

い
お
え
た
と
き
の
気
分
の
良
さ

は
云
い
難
い
も
の
で
し
た
。
胸
の
中

が
大
空
に
爽
や
か
に
抜
け
て
い
く
よ

う
な
気
分
な
の
で
す
。

　

そ
の
時
廊
下
で
仲
居
さ
ん
の
拍
手

が
あ
り
、「
と
て
も
良
い
歌
で
す
ね
」

と
お
褒
め
を
戴
い
た
わ
け
で
す
。
そ

こ
で
更
に
今
一
度
校
歌
斉
唱
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。
六
十
余

年
振
り
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
湯
野
川
君
が
歌
詞
を
完
璧
に
覚

え
て
い
た
の
に
は
驚
き
で
し
た
。

　

出
席
者
は
大
場
盛
光
君
、
川
村
六

良
君
、
黒
沢
金
生
君
、
佐
藤
精
知
夫

君
、
鷲
見
知
臣
君
、
安
澤
秀
一
君
、

湯
野
川
五
郎
君
、
堤
健
二
の
八
名
で

し
た
。
そ
の
他
七
、八
名
の
方
は
体

調
が
思
わ
し
く
な
い
と
か
都
合
が
付

か
ず
欠
席
さ
れ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

　

尚
、
本
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
思
い
出
を
少
々
記
し
ま
す
。
家
村

修
く
ん
は
東
大
法
学
部
卒
東
芝
で
人

事
を
担
当
し
ス
ト
騒
ぎ
で
傾
き
か

か
っ
た
社
を
見
事
に
立
て
直
し
た
強

者
で
す
。
晩
年
副
社
長
迄
勤
め
ま
し

た
。
彼
は
鹿
児
島
の
旧
家
で
大
き
な

醸
造
元
と
か
音
楽
家
の
出
と
か
聞
い

て
ま
し
た
。
終
戦
後
に
海
軍
か
ら

帰
っ
た
私
に
音
楽
家
に
な
る
よ
う
薦

め
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
田
園
」
を
共

に
聴
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

谷
嶋
操
君
は
日
大
工
学
部
卒
後
通
産

省
・
科
学
技
術
庁
新
技
術
事
業
団
を

経
て
學
士
会
専
務
理
事
と
終
始
官
の

道
を
歩
み
ま
し
た
。
寡か
も
く黙
で
す
が
実

行
の
人
で
し
た
。
好
く
共
に
各
地
の

銘
酒
を
嗜た

し
なん
だ
仲
で
し
た
。
井
上
桂

吾
君
は
医
学
部
に
進
み
終
生
兵
庫
県

伊
丹
市
で
病
院
経
営
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
生
前
に
一
度
お
逢
い
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。
三
木
寛

（
旧
姓
秋
山
）
君
は
兵
庫
県
龍
野
に

住
み
三
木
家
を
嗣
い
だ
人
で
す
。
龍

野
は
哲
学
者
三
木
清
、
赤
と
ん
ぼ
の

作
詞
者
三
木
露
風
と
共
に
、
我
が
校

の
先
輩
で
あ
り
旧
制
一
高
寮
歌
「
春

爛
漫
」「
鳴
呼
ぶ
玉
胚
に
花
う
け
て

…
…
」
の
作
詞
者
矢
野
勘
次
氏
の
出

身
地
で
す
が
、
三
木
君
は
露
城
館
・

矢
野
勘
次
記
念
館
設
立
・
展
示
会
開

催
に
は
梅
窓
会
と
共
に
地
元
と
し
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
と
き
に
Ｃ

型
肝
炎
に
罹か
か

り
以
後
永
ら
く
透
析
治

療
を
受
け
ら
れ
て
い
た
関
係
も
あ
り

ま
す
が
我
々
の
関
西
旅
行
の
際
に
は

奥
様
同
伴
で
屡し

ば
し
ば々

参
加
さ
れ
交
友
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

出
会
い
こ
そ
人
生
の
醍だ

い
ご醐

味み

で
す
。

今
後
共
多
数
の
積
極
的
な
参
加
と
談

笑
の
機
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
写
真
・
大
場
、
文
責　

堤
）

「
昭
和
二
十
三・
二
十
四
年
卒
」

同
期
会

　

去
る
四
月
二
十
二
日
（
火
）
に
池

田
・
宮
崎
両
君
推
薦
の
渋
谷
東
武
ホ

テ
ル
に
て
三
十
二
名
の
参
加
で
同
期

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰

囲
気
で
始
ま
っ
た
会
場
は
、
近
藤
君

の
「
こ
ん
な
に
気
づ
か
い
し
な
く
て

よ
い
仲
間
は
素
晴
ら
し
い
」
の
言
葉

が
す
べ
て
で
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま

し
た
。
和
気
藹
々
の
う
ち
に
有
馬
君

リ
ー
ド
の
校
歌
斉
唱
、
黒
川
君
の
万

歳
三
唱
は
八
十
歳
近
い
同
期
生
が
一

気
に
若
返
り
、
心
が
一
つ
に
な
っ
た

瞬
間
で
し
た
。「
元
気
で
な
」
の
声

を
交
わ
し
な
が
ら
再
会
を
約
し
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

g
g

g
g

g
g

g
g

g
g

g
g

g

g
g

g
g

g
g

g
g

g
g

g
g

gggg

同
窓
会
だ
よ
り

ggg
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写
真
は
左
か
ら
（
前
列
）
宮
崎
、

近
藤
、
上
保
、
岩
瀬
、
小
山
、
山
田
、

木
田
（
二
列
目
）
四
釜
、
柳
田
、
三

谷
、
吉
武
、
松
野
、
岩
間
、
田
中
、	

森
、
濱
野
（
三
列
目
）
米
谷
、
黒
川
、

関
口
、
光
山
、
木
村
、
宮
内
、
坂
本
、

武
市
、
本
多
、
両
角
（
後
列
）
有
馬
、

池
田
、
竹
下
、
後
藤
、
白
浜
（
敬
称	

略
）�

（
Ｓ
23
年
卒　

四
釜
二
三
雄
）

二
五
八
会
開
催

　

昭
和
二
十
五
年
中
学
卒
・
二
十
八

年
高
校
卒
の
会
（
二
五
八
会
）
を
五

月
十
七
日
（
土
）
に
渋
谷
東
武
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
参

加
者
は
例
年
よ
り
少
な
く
十
五
名
の

予
定
で
し
た
が
、
二
名
が
当
日
の
開

催
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
結
局

十
三
名
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
赤
坂
修
君
が
五
十
年
ぶ
り

に
参
加
、
し
か
も
学
園
へ
の
寄
付
金

を
持
参
し
て
く
れ
ま
し
た
。
米
田
利

民
君
よ
り
学
園
の
現
状
、
梅
窓
会
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
、
そ
の
後
歓
談

に
う
つ
り
、
少
数
な
が
ら
楽
し
い
時

を
過
ご
し
、
来
年
の
再
会
を
約
し
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
幹
事
は

加
崎
義
蔵
君
と
齋
藤
公
壽
君
で
す
。

（
今
回
幹
事
：
田
上
實
・
仲
忠
男
）

梅窓会会報69号　返送一覧（敬称略）
△　転居先不明　　□　あて所に見当たらず　　■　あて所不完全

　卒年　　氏　名　　理由 　卒年　　氏　名　　理由 　卒年　　氏　名　　理由 　卒年　　氏　名　　理由

　Ｔ８　土屋兵三郎　□
　Ｔ12　伊藤　　原　□
　Ｓ12　田中満寿雄　■
　Ｓ14　樽見　二郎　□
　Ｓ19　石政　金男　□
　Ｓ19　村田宏三郎　□
　Ｓ21　窪谷　悳夫　■
　Ｓ22　堀内　昭三　□
　Ｓ27　井上　洋一　□
　Ｓ27　松浦　　毅　□
　Ｓ42　西脇　芳男　□
　Ｓ46　小野寺正芳　□
　Ｓ46　劔持　雄介　□
　Ｓ47　清水　健司　□
　Ｓ48　新倉　博司　□
　Ｓ50　高野　正明　□
　Ｓ52　粕谷　　誠　□
　Ｓ53　小磯　真樹　□

　Ｓ53　松本　　新　□
　Ｓ53　安井　茂雄　□
　Ｓ56　川上　勝之　□
　Ｓ57　伊藤　邦男　□
　Ｓ57　内山　辰博　□
　Ｓ57　梶原　裕彦　□
　Ｓ57　佐藤　浩人　□
　Ｓ57　杉浦　茂秀　□
　Ｓ58　佐藤　尚行　□
　Ｓ59　影山　英治　□
　Ｓ59　楢崎　裕明　□
　Ｓ60　野木　康彦　□
　Ｓ61　生沼　浩美　△
　Ｓ61　近藤　孝広　△
　Ｓ62　伊藤洋一郎　□
　Ｓ62　小関　成司　□
　Ｓ62　片山　　浩　□
　Ｓ62　加藤　邦也　■

　Ｓ62　北折　一雄　□
　Ｓ62　北村　毅志　□
　Ｓ62　谷岡　賢一　□
　Ｓ63　鈴木　孝一　□
　Ｈ２　大蔵　健史　□
　Ｈ２　園田　浩二　□
　Ｈ２　花澤　　剛　△
　Ｈ２　原　　実弦　□
　Ｈ２　藤巻　啓之　□
　Ｈ３　大森　健司　□
　Ｈ３　須田　悦朗　□
　Ｈ３　徳増　秀樹　□
　Ｈ４　池谷　　薫　□
　Ｈ４　金井　謙児　□
　Ｈ４　近藤　邦彦　△
　Ｈ４　中尾純一郎　□
　Ｈ６　久住　龍也　□
　Ｈ７　村田　良一　□

　Ｈ８　稲垣　康太　□
　Ｈ８　小林　孝至　□
　Ｈ８　佐藤　洋充　□
　Ｈ８　鈴木　祥之　□
　Ｈ８　平山　貴之　□
　Ｈ８　宮原　　渉　□
　Ｈ９　後藤　悠司　□
　Ｈ10　岡本　清史　△
　Ｈ10　田中　剛志　□
　Ｈ12　星野　壽夫　□
　Ｈ14K 岡本　　猛　□
　Ｈ15　垣田　峡宏　□
　Ｈ16　鈴木　康平　□
　Ｈ18　松谷　　諭　□
　Ｈ18　吉田　力丸　□
　Ｈ19　齋藤　航太　□
　Ｈ19　高江　純平　□
　Ｈ20　杉井　涼輔　□

上記の方の新住所ご存じでしたら、事務局へＦＡＸまたは手紙でお願い致します

● 

同
窓
生
の
著
書
紹
介 

●

　

金
井
英
之 

著
（
Ｓ
30
年
卒
）

・
人
前
で
話
す
の
が
ラ
ク
に
な
る
本

（
す
ば
る
舎
）
千
四
百
円

・「
話
し
方
」
ひ
と
つ
で

　
　
　
　
　
　
　

人
生
が
変
わ
る

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
千
二
百
円

・
大
阪
の
オ
バ
チ
ャ
ン
は
、
な
ぜ

　
　

人
前
で
も
あ
が
ら
な
い
の
か
？

（
経
済
界
）
八
百
円

　

今
号
よ
り
こ
の
欄
を
設

け
ま
し
た
。
編
集
部
一
同	

「
チ
ェ
ン
ジ
会
報
」を
旗
印
に
、

日
本
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

同
窓
会
欄
の
梅
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
共
存
共
栄
を
め

ざ
し
益
々
楽
し
い
記
事
を
掲
載
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
諸
兄
の
ご
投
稿
・
ご
意
見
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
又
、
会
報
掲
載

の
広
告
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号

掲
載
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
、
中
村

様
よ
り
大
変
効
果
が
あ
る
と
の
ご
意

見
を
戴
き
、
意
を
つ
よ
く
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。�（
編
集
部
）

◦１頁　「母校、飛躍の年へ」の４段目の最後の３行を
　　　　五段目の「会費改定のお願い」の前文に
◦２頁　４段目の「新卒常任幹事・クラス幹事きまる」の１行目を
　　　　３段目の「高校卒業式行われる」の最後の続きに
◦３頁　２段目６行目「成。」を削除。
◦４頁　碌山美術館開館五十週年　を　周年　に
　　　　又、今井兼介様の卒年を　Ｓ21年卒　に　
◦５頁　「日本学園梅窓会規約」を「日本学園同窓会規約」に
　　　　「日本学園梅窓会規約」の最後の　付則の日付〈平成10年６月20〉を
　　　　〈平成10年６月20日〉に
◦７頁　訃報　Ｓ19　山下　巌　　卒年をＳ26J に訂正
　　　　Ｓ19年卒　山下　巌様には謹んでお詫び申し上げます。
◦８頁　広告の「骨董　なかむらや」を「骨董　なかむら」に
◦10頁　「監査報告書」の〈監事　堤夫　健二〉を〈監事　堤　　健二〉に

♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦

編 集 後 記
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦

株式会社　渡　　設　備

上下水道
空　　調 工事のご用命は

取締役会長　周　佐　昌　孝　　昭和30年卒

〒164-0013　東京都中野区弥生町4-1-15
TEL. 03-3381-3450
FAX. 03-3381-6397

訂
正 
と 

お
詫
び
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常任幹事一覧（敬称略）� H20.11.８現在
注：アンケートの回答　　○　常任幹事を続ける方　　△　常任幹事を辞めたい方　　（　）住所不明の方

卒年　　　氏　名 卒年　　　氏　名 卒年　　　氏　名 卒年　　　氏　名 卒年　　　氏　名 卒年　　　氏　名
Ｓ２　　服部　親愛 Ｓ24　△岩瀬　慶一 Ｓ35　○高山　正通

　　　　北郷　秀文
　　　○矢島良治朗

Ｓ48　○磯崎　喜則
　　　　吉田　　守
　　　（木村　光良）

Ｓ61　　山川　研一
　　　（須貝　　誠）
　　　　福田　康雄

Ｈ11　　小松原勇作
　　　（小野　　優）
　　　（若狭　優人）

　12　○平石　久馬 　25　　上保　義明
　　　○吉川　道也
　　　○山本　邦夫

　36　△横尾　彰義
　　　○伊藤　昭久
　　　　長尾　益男

　49　　富永　忠昭
　　　（中村　則雄）

　62　　岩元　　誠
　　　　西山　宏治
　　　（飯沼　信司）

　12　　徳田　昭俊　
　　　△伊部　康行
　　　（中村　拓哉）

　14　△細川　春雄
　　　　萩原　敏克

　25J  ○山室　和夫 　37　○風間　克美
　　　○藍原　一郎
　　　○君塚　晴信

　50　　芹沢　隆二 　63　　鴨志田泰則
　　　　田村　一義
　　　　青砥　孝弘

　13　　久米　　剛
　　　△依田　充弘
　　　（湯地　洋介）

　15　　粕谷　俊作 　26　△月村　嘉男
　　　　水上　益男
　　　（加藤　　功）

　38　○鈴木　秀明
　　　　野田　隆造
　　　　佐々木　操

　51　　海老名　優
　　　　渋谷　秀夫
　　　　小沢　健次

Ｈ１　△野本　孝之
　　　　榎本　篤志
　　　　横山　裕之

　14　○石戸谷　悠
　　　○岡崎　真大
　　　　林　　彦弥　

　16　○佐川　　弘
　　　△野村　昌樹

　26J △武居　　正 　39　○川奈部弘泰
　　　　浅井　晴夫

　52　　亀卦川正典　 　２　　加瀬　拓也
　　　（太田　茂輝）
　　　　吉田　哲也

　15　△辛島喜一郎
　　　　矢野　岳志
　　　　河村　鷹一　

　17　○岡田　　寛
　　　○関　　　亮
　　　○百瀬　芳男

　27　△門馬　貞直
　　　　小林　静介
　　　（鈴木　　弘）

　40　（原田　明彦）
　　　（兼平　和雄）

　53　　山川　　裕
　　　　藤田　広久
　　　（田中　　清）

　３　　伊奈　良昭
　　　　野瀬　正興
　　　（八木　康範）

　16　△浅野　　峻
　　　△赤澤　恭太
　　　　戸田　善大　

　18　○寺田冨勢夫
　　　○大庭　克世
　　　　福長　哲三

　28　○田村　孝久
　　　○米田　利民
　　　　大矢　　浩

　41　○清水　正敏
　　　△山田　譲次
　　　○内藤　雅司

　54　　大池　一彦
　　　　加地　達雄
　　　　小林　　誠

　４　　菊池　兼輔
　　　（森　健一郎）
　　　（松永　大志）

　17　△小澤　亮介
　　　　篠田　洋介
　　　（牧島　弘一）

　19　○太田　安雄
　　　○川村　六良
　　　○黒沢　金生

　29　△原　　　正
　　　○堀内　優憲
　　　　竹柴　俊雄

　42　　大石　雅一 　55　○河合　敏一
　　　　五味　雅彦
　　　　川村　重雄

　５　△小俣　雅一
　　　　荒井　康太
　　　　大橋　信一

　18　○田中伊久磨
　　　　太田　孝治
　　　（鍋州　龍介）

　20･5△田中　忠男
　　　○日比　重昭
　　　○坂本　百大

　30　○安藤　　實
　　　△田尻　勝紀
　　　○周佐　昌孝

　43　　松崎　秀樹
　　　○水越　好治

　56　　酒巻　一浩
　　　（山本　文彦）
　　　　鎌田　省三

　６　　阿部英之助
　　　　新甫　義明
　　　（佐藤　智之）

　19　　周木　　翔
　　　○本多　正人
　　　　大谷　宣秀

　20･4○岸　　直之
　　　○鈴木　富雄
　　　　中根　晃彦

　31　○増村　昭策
　　　○林　　栄次
　　　○向井　雄一

　44　○佐久間慶一
　　　　神山　一昭
　　　○熊谷　英昭

　57　（窪田　　俊）
　　　　立田　雅久
　　　（若松　辰一）

　７　　河野　隆一
　　　　五十嵐　健
　　　　山崎　友章

　20　　谷　　泰朗
　　　　川井　翔平
　　　　久保田浩章

　21　△今村　栄治 　32　△武神　美之
　　　○橋本　　清
　　　○野島　孝夫

　45　　長崎　　正
　　　　上野　　健
　　　△金子　　寿

　58　　本藤　智之
　　　△西村　好文
　　　○高村　春仁

　８　○和田　　力
　　　　酒井　直彦
　　　（外処健次郎）

　22　　宇木　俊夫
　　　　深谷　貞美
　　　△片山喜代四

　33　○浦山　景次
　　　○大竹　寿男
　　　△成田　悦教

　46　　片倉　義博
　　　（竜崎清一郎）
　　　　堀井　栄善

　59　　中村　嗣郎
　　　　石橋　鉄也
　　　（沢田　　淳）

　９　　関谷　甲介
　　　　櫻岡　英輔
　　　（相川　　陽）

　23　　近藤　芳男
　　　　柳田　守生

　34　○谷川　平夫
　　　○澤田　　豪
　　　○宮原　洋一

　47　　平本　茂也
　　　○久保田成巳
　　　　与那原哲夫

　60　（小林　俊之）
　　　　川本　勝秀
　　　△白坂　正治

　10　　須田　正明
　　　　野村　正輝
　　　（財津　雄亮）

　上記○印以外の常任幹事の方々で常任幹事を継続出来ない場合は、同期の方とご相談いただき常任幹事会に出席できる方と
交替していただくなどよろしくお願い致します。その場合は至急梅窓会（会長宛）へ書面でご連絡をお願い致します。

哀
　
悼
　
（
敬
称
略
）

卒
年
　
　
氏
　
名
　
　
逝
去
年
月
日

Ｔ
11　

鈴
木
不
二
雄　

Ｓ
63
・
5
・
9

Ｓ
7　

福
谷　

勝
秋　

Ｈ
20
・
4
・
25

8　

浅
見　

常
雄　

Ｈ
15
・
10
・
23

9　

今
村　
　

寛　

Ｈ
20
・
3
・
1

〃　

坪
井　

豊
男　

Ｈ
20
・
5
・
18

10　

佐
藤　

四
郎　

Ｈ
10

11　

浦　
　

寿
夫　

Ｈ
16

13　

冥
賀　

信
夫　

Ｈ
16
・
10
・
3

14　

内
海　
　

章　

Ｈ
19
・
1

〃　

香
川　

正
治　

Ｈ
20
・
4
・
24

〃　

樽
見　

二
郎　

Ｈ
19
・ 

6　

16

〃　

月
居
忠
比
古　

Ｈ
20
・
4
・
12

〃　

土
方　

領
郎　

Ｈ
19
・
12
・
23

15　

布
川　

五
郎　

Ｈ
19
・
4
・
18

〃　

松
本　

浩
一　

Ｈ
10
・
9
・
7

〃　

渡
部　
　

哲　

Ｈ
19
・
12
・
30

16　

板
岡　
　

隆　

Ｈ
20
・
6
・
14

〃　

堺　
　
　

久　

Ｈ
20
・
5
・
13

17　

柾　
　
　

繁　

Ｈ
20
・
6
・
23

18　

秦　

十
四
雄　

Ｈ
18
・
2
・
8

〃　

渡
辺　

正
史　

Ｈ
20
・
5
・
3

19　

佐
藤　

嘉
彦　

Ｈ
５

〃　

三
木　
　

寛　

Ｈ
20
・
8
・
19

　

（
秋
山
）

〃　

谷
嶋　
　

操　

Ｈ
20
・
8
・
7

20
５
林　
　

道
也　

Ｈ
19
・
12
・
3

〃　

山
川　
　

宏　

Ｈ
17
・
5
・
16

20
４
大
坪　

嘉
憲　

Ｈ
20
・
4
・
19

〃　

細
木　

久
男　

Ｈ
20
・
3
・
13

21　

村
岡　
　

淳　

Ｈ
19
・
12
・
10

22　

相
田　
　

　

Ｈ
20
・
3
・
9

25　

伊
井　

俊
徳　

Ｈ
19
・
12
・
11

26　

城
戸
崎　

靖　

Ｈ
20
・
1
・
2

〃　

堺　
　

洋
介　

Ｈ
20
・
5
・
13

27　

落
合　
　

尚　

Ｈ
19
・
11
・
28

28　

磯
畑　
　

實　

Ｈ
20
・
6
・
13

29　

岩
崎　

安
良　

Ｈ
20
・
1
・
3

〃　

佐
藤　

竹
男　

Ｈ
20
・
1
・
27

30　

芹
川　

道
昭　

Ｈ
20
・
7
・
29

32　

平　
　

正
幸　

Ｈ
18
・
7
・
8

33　

杉
山　

喜
徳　

Ｈ
19
・
10
・
19

34　

須
藤　

完
一　

Ｈ
20
・
7
・
30

〃　

村
上　

英
雄　

Ｈ
20
・
10
・
19

42　

望
月　

一
由　

Ｈ
16
・
11
・
17

51　

加
々
美　

久　

Ｈ
20
・
3
・
29

４千円
年会費

終身会費

毎年１回、同封しました郵便振替用紙で納入下さい。
分割納入は避けて下さい。

会費収入は梅窓会運営の基礎です。よろしくご協力をお願いします。
会費納入には次の２つの方法があります。

振替用紙は貴殿のご住所・ご氏名が印刷されていますので、金額
欄のみ記入して郵便局でお振り込みお願い致します。
事務手続き上、会費納入済みの方も含め、すべての方に会費納入
用振替用紙を同封しております。ご了承下さい。
また、年会費の銀行からの「自動引き落とし」は緒事情の都合で中
止いたしましたので、恐れいりますが同封の振替用紙での納入をお
願い致します。
尚、貴殿のコードは次のように付してあります。

会 費 納 入 方 法 に つ い て会 費 納 入 方 法 に つ い て

４万円

最初に１回のみ、同封しました郵便振替用紙で納入下さ
い。分割納入は避けて下さい。尚、年会費を納入されてお
られる方で、終身会費に変更をされる方も、あらたに４万円
を納入願います。 最初の数字は　２＝大正　 ３＝昭和　 ４＝平成例　３－２４－３３３３

卒年　－　コード


